
ひらく●一点を支点としてひらく●窓・扉を
ひらく●道をひらく●口・目をひらく●
花がひらく●運をひらく●文化を
ひらく●インターネットをひらく●新
聞・本をひらく●講座・会をひらく

― 未来をひらく、心をひらく ―

27
男女共同参画社会をめざす

「新米ママと自分探し」、「義父との時間」ほか

 
～ある時はみんなで…ある時はひとりで…～

特集
私がわたしでいられる場はどこに
「新米ママと自分探し」、「義父との時間」ほか

報告 女
ひと

と男
ひと

のフォーラム
 『おひとりさま』上野千鶴子さん
～ある時はみんなで…ある時はひとりで…～
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　小平市男女共同参画センター“ひらく”は、2011年1月、オープンして7年に
なります。しかし、「くるりんまつり」が行われた2005年をピークに、残念な
ことですが、利用者数が減少しています。2009年には少し回復しましたが、多

くの市民に利用される施設にするための機能
の見直しが求められています。
　小平市男女共同参画推進審議会では、市民
公募の委員５名を含む10人の委員が、2010
年1月から「小平市男女共同参画センターの
機能の見直し」についての検討を始めていま
す。およそ２年をかけて、じっくり話し合い、
意見をまとめることになっています。

　この機会に、参画センターを利用したことのない市民のみなさんも、是非、
参画センターに来て、見てください。団体での利用には利用登録が必要ですが、
個人なら、いつでも利用できます。（休館日・毎週火曜）

　ワーク・ライフ・バランス（仕事と
生活の調和）は、仕事に就いている人
だけでなく「老若男女誰もが、仕事、
家庭、地域、自己啓発など、様々な活
動において、自ら希望するバランスで
取り組むことができる状態」と位置付
けられていますが、まだまだ浸透して
いる状況ではありません。
　小平市では、渥美由喜さんにコー
ディネーターを依頼し、市民と事業者
を交えた市民懇談会を開催。ワーク・
ライフ・バランスの実現に向け、その
理念の啓発と実践方法などについて意
見をいただき、まとめてまいります。

ワーク・ライフ・バランス
市民懇談会を開催！男女共同参画センターの機能の見直しが始まりました。

　スパイスの効いたカレーに、香りのよ
い紅茶、街ゆく女性のカラフルなサ
リー、雄大なインド洋、仏教の長い歴史
を感じさせる世界遺産。スリランカはこ
こ最近、日本人にも人気の観光地。その
スリランカと聞いて思い浮かぶものは
何か？2004年のスマトラ沖大地震、
内戦。もし「世界初の女性による首相誕
生の地」という方がいたら、かなりのス
リランカ通かもしれない。26年にわた
る内戦終結7ヶ月後の2009年12月、
初めてスリランカの地を訪れた。大統領
選挙直前で、街にはポスターが貼り出さ
れ、集会が行われる付近では、銃を持っ
た何人もの軍人で物々しい雰囲気だっ
た。ポスターには女性の姿も目立った。

　1972年までは、セ
イロンと呼ばれていた
この国を「スリランカ」
（スリランカ民主社会主
義共和国・シンハラ語
で「光り輝く島」）と改
称したのは世界初の女
性首相・シリマヴォ・
バンダラナイケだった。
1960年、彼女が暗殺
された夫の後継者とし
て首相に選ばれ、彼女
の 娘 も、1994年8月
に首相に、のちに大統
領となる。このように
女性が政治の世界で活

躍している一方で、日常生活の中
での「男女共同参画」はどうなの
か興味を持った。
　日本でも有名な紅茶。急斜面に
広がる茶畑では摘み手は手先の器
用な女性が大半。男性は都市部に
出稼ぎに行く。漁村では男性は漁
業を行うが、収入が不安定なため、
女性が陸地(ココヤシ繊維業)で安
定した収入を確保する。またアラ
ブのお金持ちの家で使用人として
の出稼ぎ労働を行うのが女性。そ

こでは虐待やお金をだまし取られるな
どの被害も多い。男女の役割分担がはっ
きりしているようにみえる。教育面では
小学校から大学院までの教育が無料と
いう制度で、識字率は91％と高い。現
地で働く女性に話を聴いたところ、内戦
が終わり生活を立て直していく中で、男
女という枠にとらわれずそれぞれの個
性を活かし、生き方を選択していく人々
も増えているという。また再び女性の大
統領が選ばれる日も遠くなさそうだ。

日本でもおなじみのセイロンティーは、このような女性が炎天下に手作業で
摘んでいる。目が合うとみんな優しい笑顔で返してくれる。

「光り輝く島」の光と影  スリランカ　丹波  朋子（元ひらく実行委員、東久留米市在住）「光り輝く島」の光と影  スリランカ　丹波  朋子（元ひらく実行委員、東久留米市在住）
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